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平成30年6月定例会終わる
高校生との意見交換会をしました
こんなことが決まりました
委員会審査
市政を問う  13人が一般質問に立つ
議会のうごき

（県の第32回東部地区空手道選手権大会　甲奴町 上川体育館）
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高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
を
し
ま
し
た

高
校
生
と
の
意
見
交
換
会
を
し
ま
し
た

【
出
席
議
員
の
感
想
】

三
次
青
陵
高
等
学
校

６
月
14
日（
木
）

三
次
高
等
学
校

７
月
19
日（
木
）

　

市
議
会
で
は
、
三
次
市
議
会
基
本
条
例
第
７
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
議
会
報
告
・
懇
談
会
を
実
施
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
度
、
次
の
２
点
を
目
的
と
し
て
高
校
生
と
の
意
見
交
換
を
実
施
し
ま
し
た
。

市
政
に
対
す
る
意
見
・
提
言

1
　

こ
れ
か
ら
の
三
次
市
を
支
え
て
い
く
、
そ
し
て

未
来
に
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
高
校
生

と
の
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
新
し
い
発

想
や
意
見
等
を
聴
取
で
き
る
と
捉
え
て
い
ま
す
。

政
治（
議
会
）に
対
す
る
理
解
・
関
心

2
　

選
挙
権
年
齢
が
満
18
歳
に
引
き
下
げ
ら
れ
、
選
挙
に
参
加
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
高
校
生
に
と
っ
て

は
、
議
会
や
議
員
が
何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
た
め
、
関
心
が
持
て
ず
、
距
離
を
遠
く
感
じ
て
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
議
会
や
議
員
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
き
、
議
会

や
議
員
へ
の
距
離
を
少
し
で
も
縮
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

２
年
生
（
78
名
）
が
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
議
員
が
１
名
ず
つ
そ
の
グ

ル
ー
プ
に
入
り
、「
議
会
・
議
員
の
活
動
に
つ
い
て
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
行
い
ま
し
た
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
地
域
課
題
探
究
活
動
」
発
表
会
（
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
）
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、「
ひ
と
づ
く
り
」、「
く
ら
し
づ
く
り
」、「
仕
事
づ
く
り
」、「
環
境

づ
く
り
」、「
定
住
し
た
い
町
づ
く
り
」
の
５
つ
の
分
野
で
25

グ
ル
ー
プ
が
探
究
活
動
を
行
っ
た
成
果
を
聴
か
せ
て
い
た
だ

き
、
そ
の
発
表
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

▼
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
の
向
上
（
時
間

帯
に
よ
り
車
両
を
増
や
し
た
り
、
増
便
）

す
る
こ
と
で
、
公
共
交
通
機
関
の
利
用

者
も
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

▼
妖
怪
博
物
館
の
必
要
性
や
多
く
の
人
が
来

て
も
ら
う
に
は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
か
が
課
題
だ
と
思
う
。

▼
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
映
画
館
等
の

娯
楽
施
設
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
若
者

が
集
ま
る
と
思
う
。

○
高
校
２
年
生
で
三
次
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
機
会

を
持
つ
こ
と
は
、
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
に
も
つ
な
が
る
と

思
う
。

○
様
々
な
方
向
か
ら
三
次
を
見
る
こ
と
で
、
新
た
に
三
次
の
良

さ
、
課
題
、
進
む
方
向
を
生
徒
の
皆
さ
ん
に
も
考
え
て
も

ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
こ
の
学
習
を
ス
タ
ー
ト
に
し
て
も

ら
い
た
い
。

【
各
グ
ル
ー
プ
・
質
疑
時
間
で
の
意
見
】
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▼
大
き
な
事
業
ば
か
り
で
は
な
く
、
も
っ
と
身
近
な
こ
と
（
市
街
地
以
外
の

駅
の
整
備
等
）
を
し
っ
か
り
と
し
て
も
ら
い
た
い
。

▼
議
員
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
見
え
な
い
の
で
、
も
っ
と
わ

か
り
や
す
く
情
報
発
信
す
べ
き
。【

出
席
議
員
の
感
想
】

　

２
校
の
高
校
生
と
意
見
交
換
を
実
施
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、生
徒
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、

三
次
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
方
向
か
ら
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
、
こ
れ
を
も
と
に
自
分

の
関
心
の
あ
る
事
に
つ
い
て
深
く
調
べ
、考
え
て
い
た
だ
き
、み
ん
な
の
力
で
三
次
を
も
っ

と
良
く
し
て
も
ら
い
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　

反
省
点
と
し
て
、初
め
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
三
次
青
陵
高
校
に
つ
い
て
は
、

も
っ
と
意
見
交
換
の
時
間
を
設
け
て
、
い
ろ
い
ろ
な
意
見
を
伺
え
れ
ば
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
三
次
高
校
に
つ
い
て
は
、
初
め
て
参
加
し
た
議
員
も
多
く
、
要
領
が
つ
か

め
ず
、
上
手
く
各
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
交
換
が
で
き
な
い
場
面
も
あ
っ
た
の
で
、
次
回
に

向
け
て
改
善
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
生
徒
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
も
っ
と
深

く
聞
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の

で
、も
う
少
し
時
間
が
ほ
し
か
っ
た
。

○
全
班
の
共
通
の
意
見
と
し
て
、「
妖

怪
博
物
館
」
と
「
交
通
機
関
」
に

つ
い
て
の
意
見
が
多
く
あ
り
、
生

徒
の
皆
さ
ん
が
注
目
し
て
い
る
事

が
わ
か
っ
た
。

　
「
妖
怪
博
物
館
」
に
つ
い
て
は
、
情

報
が
不
足
し
て
い
る
と
感
じ
た
。

も
っ
と
情
報
発
信
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
高
校
生
等
の
若
者
に
伝

え
る
特
別
な
手
段
を
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
交
通
機
関
」
に
つ
い
て
は
、
生
徒

も
増
便
は
難
し
い
と
感
じ
て
お
り
、

車
両
を
増
や
し
て
も
ら
う
こ
と
は

可
能
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
地
域
公
共
交
通
調
査
特
別
委
員

会
」
で
調
査
研
究
し
て
い
た
だ
く

よ
う
申
し
入
れ
を
す
る
。

○
最
近
、
行
政
や
議
員
の
不
祥
事
が
多

く
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
が
悪
い
と
い
う

意
見
が
あ
っ
た
。
も
っ
と
議
員
の

活
動
が
理
解
さ
れ
る
よ
う
ア
ピ
ー

ル
す
る
努
力
が
必
要
と
感
じ
た
。

○
大
き
な
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
誘
致
に
よ
り
、
活
性
化
し
た
い
と
の
思
い
が
よ
く
伝
わ
っ
た
。
着
想

は
大
変
良
い
と
思
う
。

○
各
グ
ル
ー
プ
と
も
調
査
・
研
究
を
し
っ
か
り
さ
れ
、
三
次
の
将
来
を
見
据
え
て
考
え
て
い
る
こ

と
に
、
う
れ
し
く
思
う
。
少
し
で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
関

心
を
持
っ
て
聞
か
せ
て
い
た
だ
い
た
。

○
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
ま
じ
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
に
感
動

し
た
。

○
「
く
ら
し
づ
く
り
」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
現
実
的
に
今
の
制
度

の
弱
点
を
指
摘
し
て
い
た
。

○
「
仕
事
づ
く
り
」
の
グ
ル
ー
プ
は
、
今
の
社
会
状
況
を
も
っ

と
勉
強
し
て
も
ら
い

た
い
。
我
々
も
若
者

の
就
職
に
つ
い
て
取

り
組
ん
で
い
く
。

○
生
活
の
中
で
多
く
の

課
題
意
識
を
持
っ
て

い
る
と
感
じ
た
。

○
生
徒
目
線
の
柔
軟
な
発
想
の
提
案
、
解
決
方
法
が
参
考
に

な
っ
た
。

○
三
次
の
現
状
・
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
姿
勢
が
大
切
で
、

よ
く
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
と
感
心
し
た
。

○
も
う
少
し
突
っ
込
ん
だ
分
析
が
あ
っ
た
ら
も
っ
と
良
く

な
る
と
思
う
。

○
三
次
を
思
う
気
持
ち
が
強
く
、
将
来
は
大
丈
夫
と
感
じ

た
。
将
来
は
三
次
に
帰
っ
て
き
て
も
ら
い
た
い
。
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三
次
地
区
の
歴
史
、
文
化
、
芸
術
等
を
生
か
し
て
、
本

市
の
観
光
・
交
流
人
口
の
拡
大
、
観
光
消
費
額
の
増
加
を

図
る
と
と
も
に
、
三
次
地
区
の
歴
史
、
伝
統
及
び
文
化
に

学
び
、
継
承
す
る
取
組
を
通
じ
て
、
郷
土
へ
の
誇
り
の

醸
成
と
交
流
に
よ
る
創
造
的
な
活
動
の
活
性
化
を
図
る
た

め
、
制
定
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
名
称
、
位
置
、
事
業
内
容
、
管
理

方
法
等
に
関
す
る
規
定
を
定
め
る
。

　
「
雲
通
地
区
老
人
集
会
所
」
を
、
普
通
財
産
に
変
更
す

る
こ
と
に
伴
い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
別
表
中
の
名
称
及
び
位
置
を
削
る
。

　
「
三
玉
上
組
集
会
所
」
及
び
「
大
忠
地
区
多
目
的
集
会

施
設
」の
２
施
設
を
普
通
財
産
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、

改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
別
表
中
の
２
施
設
の
名
称
及
び
位
置
を

削
る
。

　

家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
公
布
に
伴
い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
代
替
保
育
の
提
供
に
係
る
連
携
施

設
の
拡
大
、
食
事
の
提
供
に
係
る
現
行
の
経
過
措
置
の
延

長
及
び
外
部
搬
入
の
要
件
の
緩
和
を
図
る
。

　

放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
公
布
に
伴
い
、
改
正

す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
資
格
要
件
の
拡

大
及
び
教
諭
と
な
る
資
格
を
有
す
る
者
に
つ
い
て
の
規
定

の
明
確
化
を
図
る
。

【
新
設
さ
れ
た
条
例
】

【
一
部
改
正
さ
れ
た
条
例
】

■
三
次
地
区
拠
点
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例

全
員
一
致

■
老
人
集
会
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例

全
員
一
致

■
農
林
業
集
会
施
設
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例

全
員
一
致

■
家
庭
的
保
育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

　

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

■
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

　

る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

■
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

■
地
域
集
会
所
設
置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

■
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

■
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

全
員
一
致

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
個
人
市
民
税
で
は
、
基
礎
控
除
の

見
直
し
、
法
人
市
民
税
で
は
、
大
法
人
の
電
子
申
告
の
義

務
化
、
た
ば
こ
税
で
は
、
た
ば
こ
税
率
の
引
き
上
げ
、
加

熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方
式
の
見
直
し
、固
定
資
産
税
で
は
、

生
産
性
革
命
の
実
現
に
向
け
た
中
小
企
業
の
設
備
投
資
の

支
援
に
係
る
特
例
措
置
を
創
設
す
る
ほ
か
、
引
用
条
項
の

整
理
を
行
う
。

　

補
償
基
礎
額
の
扶
養
親
族
に
係
る
加
算
額
の
改
正
に
伴

い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
扶
養
親
族
加
算
額
の
う
ち
、
配
偶
者
の

金
額
を
「
４
３
３
円
」
か
ら
「
２
１
７
円
」
に
、
子
の
金

額
を
「
２
１
７
円
」
か
ら
「
３
３
３
円
」
に
改
定
す
る
。

【
そ
の
他
の
議
案
】

■
副
市
長
の
選
任
の
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て全員

一
致

　

柴
田　

亮

　
（
任
期
は
平
成
30
年
７
月
１
日
か
ら
４
年
間
）

【
意
見
書
】

■
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

全
員
一
致

　
政
府
に
対
す
る
意
見
項
目

１　

社
会
保
障
、
災
害
対
策
、
環
境
対
策
、
地
域
交
通

対
策
、
人
口
減
少
対
策
等
、
増
大
す
る
地
方
自
治
体

の
財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、
こ
れ
に
見
合
う
地

方
一
般
財
源
総
額
の
確
保
を
図
る
こ
と
。

２　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
、
地
域
医
療
の
確
保
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
、
介
護
保
険
制
度
や
国
民
健
康
保
険
制
度
の

見
直
し
等
、
急
増
す
る
社
会
保
障
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応

と
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
社
会
保
障
予
算
の
確
保

及
び
地
方
財
政
措
置
を
的
確
に
行
う
こ
と
。

３　

地
方
交
付
税
に
お
け
る
※「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
」

の
導
入
は
、
地
域
に
よ
っ
て
人
口
規
模
・
事
業
規
模

の
差
異
、
各
自
治
体
に
お
け
る
検
討
経
過
や
民
間
産

業
の
展
開
度
合
い
の
違
い
を
無
視
し
て
経
費
を
算
定

す
る
も
の
で
あ
り
、
廃
止
・
縮
小
を
含
め
た
検
討
を

行
う
こ
と
。

４　

災
害
時
に
お
い
て
も
住
民
の
命
と
財
産
を
守
る
防

災
・
減
災
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
で
あ
り
、

自
治
体
庁
舎
を
は
じ
め
と
し
た
公
共
施
設
の
耐
震
化

や
緊
急
防
災
・
減
災
事
業
の
対
象
事
業
の
拡
充
と
十
分

な
期
間
の
確
保
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
２
０
１
５
年
度

の
国
勢
調
査
を
踏
ま
え
た
人
口
急
減
・
急
増
自
治
体

の
行
財
政
運
営
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、

地
方
交
付
税
算
定
の
あ
り
方
を
引
き
続
き
検
討
す
る

こ
と
。

５　

地
域
間
の
財
源
偏
在
性
の
是
正
の
た
め
、
偏
在
性

の
小
さ
い
所
得
税
・
消
費
税
を
対
象
に
国
税
か
ら
地

方
税
へ
の
税
源
移
譲
を
行
う
等
、
抜
本
的
な
解
決
策

の
協
議
を
進
め
る
こ
と
。

　
　

同
時
に
、
各
種
税
制
の
廃
止
、
減
税
を
検
討
す
る

　
「
吉
舎
川
之
内
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所
」、「
辻
ハ
組
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所
」及
び「
辻
チ
ノ
上
組
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

集
会
所
」
の
３
施
設
を
普
通
財
産
に
変
更
す
る
こ
と
に
伴

い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
内
容
は
、
別
表
中
の
３
施
設
の
名
称
及
び
位
置
を

削
る
。

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
改
正
す
る
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
引
用
条
項
の
整
理
を
行
う
。

　６月定例会を６月15 日（金）から６月 27 日（水）まで開催し、
議案 12 件及び意見書４件を原案のとおり可決し、陳情２件を不
採択としました。
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際
に
は
、
自
治
体
財
政
に
与
え
る
影
響
を
十
分
検
証

し
た
う
え
で
、
代
替
財
源
の
確
保
を
は
じ
め
、
財
政

運
営
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
対
応
を
図

る
こ
と
。

６　

地
方
交
付
税
の
財
源
保
障
機
能
・
財
政
調
整
機
能

の
強
化
を
図
り
、
市
町
村
合
併
の
算
定
特
例
の
終
了

を
踏
ま
え
た
新
た
な
財
政
需
要
の
把
握
、
小
規
模
自

治
体
に
配
慮
し
た
段
階
補
正
の
強
化
等
の
対
策
を
講

じ
る
こ
と
。

　
　

同
時
に
、
地
方
交
付
税
原
資
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

臨
時
財
政
対
策
債
に
過
度
に
依
存
し
な
い
も
の
と
し
、

対
象
国
税
４
税
（
所
得
税
・
法
人
税
・
酒
税
・
消
費
税
）

に
対
す
る
法
定
率
の
引
き
上
げ
を
行
う
こ
と
。

７　

自
治
体
の
基
金
残
高
を
、
地
方
財
政
計
画
や
地
方

交
付
税
に
反
映
さ
せ
な
い
こ
と
。

平成30年 6月定例会

　
政
府
に
対
す
る
意
見
項
目

１　

各
自
治
体
に
お
い
て
、
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方

自
治
法
の
改
正
趣
旨
が
十
分
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、
必

要
な
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
特
段
の
配
慮
を
行
う
こ

と
。

２　

非
正
規
労
働
者
の
格
差
是
正
を
求
め
る
「
同
一
労

働
同
一
賃
金
」
の
法
改
正
の
動
向
も
踏
ま
え
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
法
の
趣
旨
を
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

■
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
お
け

　

る
新
た
な
一
般
職
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
と
雇
用
安

　

定
に
関
す
る
意
見
書　

全
員
一
致

　
政
府
に
対
す
る
意
見
項
目

　

本
市
議
会
は
、
安
全
・
安
心
・
快
適
に
学
校
生
活

が
送
れ
る
よ
う
、
ま
た
有
事
の
際
、
多
く
の
学
校
が

避
難
所
と
し
て
の
役
割
が
果
た
せ
る
よ
う
、計
画
的
・

長
期
的
に
改
修
・
整
備
を
進
め
る
た
め
の
国
、
県
へ

の
財
源
措
置
を
早
急
に
求
め
る
。

に
適
用
さ
せ
る
よ
う
法
整
備
を
図
る
こ
と
。

３　

パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
「
会
計
年
度
任
用
職
員
」

に
勤
勉
手
当
や
退
職
手
当
の
支
給
を
認
め
て
い

な
い
地
方
自
治
法
を
改
正
す
る
こ
と
。

４　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
改
善
、
雇
用
安

定
を
図
る
た
め
、
任
期
の
定
め
の
な
い
短
時
間

勤
務
職
員
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
検
討
を
行
う

こ
と
。

■
学
校
施
設
の
改
修
・
整
備
に
係
る
財
政
措
置
を
求
め

　

る
意
見
書　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

全
員
一
致

■
教
職
員
定
数
の
改
善
及
び
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

　

拡
充
に
係
る
意
見
書

全
員
一
致

　
政
府
に
対
す
る
意
見
項
目

１　

計
画
的
な
教
職
員
定
数
改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

２　

教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持
向
上
を
図
る
た

め
、
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
負
担
割
合
を
２

分
の
１
に
復
元
す
る
こ
と
。

358億5,294万4千円7，924万4千円追加
主な補正内容

平成30年度　一般会計予算の補正 （第2号）

補正額 総額

《 歳　　　 入 》 ・市債 　　　    7，100万円
・繰入金（財政調整基金） 754万4千円
・県支出金 　　　　　  70万円

《 歳　　　 出 》 ・三次市生涯学習センター耐震等改修事業 　　　　 7，100万円
・株式会社広島三次ワイナリー出資金 524万4千円
・三次地区拠点整備事業 　　　　    300万円

《 繰 越 明 許 費 》 ・三次市生涯学習センター耐震等改修事業

《債務負担行為》 ・三次地区拠点施設（三次地区文化・観光まちづくり交流館）に
　係る指定管理料

《 地　 方　 債 》 ・生涯学習施設整備事業

　

６
月
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
１
件
は
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
お
い
て
慎
重
に
審
査

し
、
27
日
の
本
会
議
に
お
い
て
原
案
の
と
お
り

可
決
し
た
。

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
72
号　

平
成
30
年
度
三
次
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
案
）

【
審
査
結
果
】

　

全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　

株
式
会
社
広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー
出
資
金
に

つ
い
て
は
、
市
民
へ
の
説
明
責
任
が
果
た
さ
れ

る
よ
う
明
確
な
根
拠
を
も
っ
て
執
行
さ
れ
た
い
。

※
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
方
式
…
歳
出
の
効
率
化
を
推
進

す
る
観
点
か
ら
、
民
間
委
託
等
の
業
務
改
革
を
実
施

し
て
い
る
地
方
団
体
の
経
費
水
準
を
地
方
交
付
税
の

基
準
財
政
需
要
額
の
算
定
に
反
映
す
る
。
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定
例
会
で
、
各
常
任
委
員
会
に
審
査
付
託

と
な
り
ま
し
た
議
案
等
に
つ
い
て
、
６
月
21

日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
審
査

の
経
過
と
結
果
を
次
の
と
お
り
報
告
し
ま

す
。

【
付
託
議
案
等
】

　

議
案
第
63
号
「
三
次
市
三
次
地
区
拠
点
施
設

設
置
及
び
管
理
条
例
（
案
）」
外
議
案
２
件

　

平
成
29
年
陳
情
第
２
号
「
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ

ル
に
備
え
た
避
難
訓
練
等
の
実
施
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て
」

　

平
成
29
年
陳
情
第
５
―
１
号
「
河
内
地
域

の
生
活
環
境
等
の
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」

【
議
案
等
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　

議
案
第
63
号
「
三
次
市
三
次
地
区
拠
点
施
設

設
置
及
び
管
理
条
例
（
案
）」
に
つ
い
て
は
、

人
件
費
や
人
員
配
置
、
収
支
計
画
等
の
詳
細
を

早
期
に
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
企
画
展
等
を
早

く
計
画
し
市
内
外
へ
の
情
報
発
信
を
急
が
れ
た

い
。

　

議
案
第
64
号
「
三
次
市
消
防
団
員
等
公
務
災

害
補
償
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）」

に
つ
い
て
は
、
法
令
の
改
正
に
伴
う
こ
と
は
理

解
で
き
る
も
の
の
、
議
案
に
反
対
の
表
明
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
後
、
三
次
市
民
の
安
心

安
全
の
た
め
献
身
的
に
活
動
し
て
い
た
だ
く
消

防
団
員
へ
の
公
務
災
害
補
償
を
後
退
さ
せ
な
い

よ
う
留
意
さ
れ
た
い
。

　

議
案
第
67
号
「
三
次
市
地
域
集
会
所
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
案
）」

に
つ
い
て
は
、
地
域
集
会
所
を
地
元
へ
譲
渡
さ

れ
る
場
合
、
十
分
な
説
明
と
整
備
を
行
っ
て
、

地
域
住
民
の
不
安
の
払
拭
に
努
め
ら
れ
た
い
。

あ
わ
せ
て
、
譲
渡
後
も
住
民
が
管
理
し
や
す
い

よ
う
補
助
制
度
等
を
充
実
さ
れ
た
い
。

　

次
に
、
継
続
審
査
と
し
て
い
た
陳
情
２
件
に

つ
い
て
審
査
の
結
果
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
「
陳
情
第
２
号
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
に
備
え

た
避
難
訓
練
等
の
実
施
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い

て
」
は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
不
採
択
と
す
る

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
「
陳
情
第
５
―
１
号
河
内
地
域
の
生
活
環
境

等
の
改
善
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
」
は
、
防

災
に
関
す
る
４
項
目
に
つ
い
て
、
継
続
審
査
と

な
っ
た
後
に
、
執
行
部
が
陳
情
者
と
現
地
確
認

や
協
議
が
行
わ
れ
対
応
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま

た
、
４
項
目
中
２
項
目
に
つ
い
て
は
河
川
管
理

者
や
ダ
ム
管
理
者
は
市
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ

の
管
理
者
へ
陳
情
内
容
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
全
員
一
致
を
も
っ
て
不
採

択
と
す
る
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

【
審
査
結
果
】

　

議
案　

第
63
号
及
び
第
67
号
は
、
全
員
一

致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り
可
決

　
　
　
　

第
64
号
は
、
賛
成
多
数
を
も
っ
て

原
案
の
と
お
り
可
決

　

陳
情　

い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
不

採
択

《
総
務
常
任
委
員
会
》

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
65
号
「
三
次
市
税
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
（
案
）」
外
議
案
４
件

【
付
託
議
案
】

　

議
案
第
69
号
「
三
次
市
農
林
業
集
会
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）」
外
議
案
１
件

【
審
査
結
果
】

　

い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

【
審
査
結
果
】

　

い
ず
れ
も
全
員
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お

り
可
決

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　

議
案
第
68
号
「
三
次
市
老
人
集
会
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）」
に
つ
い
て
、
老
人
集
会
施
設
を
地
元
に

譲
渡
す
る
場
合
は
、
維
持
管
理
費
、
土
地
に
関

す
る
問
題
等
を
十
分
説
明
す
る
よ
う
取
り
組
ま

れ
た
い
。

【
議
案
に
対
す
る
指
摘
及
び
意
見
】

　

議
案
第
69
号
「
三
次
市
農
林
業
集
会
施
設
設

置
及
び
管
理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
案
）」
は
、
残
り
の
集
会
施
設
に
つ
い
て
も
地

元
協
議
を
丁
寧
に
行
い
、
情
報
は
早
め
に
議
会

へ
提
供
さ
れ
た
い
。

　

議
案
第
73
号
「
損
害
賠
償
の
額
を
定
め
る
こ

と
に
つ
い
て
」
は
、
事
業
者
等
へ
情
報
提
供
の

協
力
を
依
頼
す
る
等
に
よ
り
、
道
路
の
異
常
等

の
早
期
発
見
に
努
め
、
安
全
の
妨
げ
に
な
る
と

思
わ
れ
る
道
路
用
地
内
の
支
障
木
等
に
つ
い
て

は
、
早
め
の
除
去
等
に
努
め
ら
れ
た
い
。

《
教
育
民
生
常
任
委
員
会
》

《
産
業
建
設
常
任
委
員
会
》

三次地区拠点施設建設現場
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各会派の政務活動報告各会派の政務活動報告
　本市では、「三次市議会政務活動費の交付に関する条例」により、議員の調査研究その他の活動に資するため必要な
経費の一部として、議員１人当たり月額 30,000 円を会派（所属議員が１人の場合も含む。）に対して交付しています。

※すべての費目について、支出を証明する領収書等が添付されています。
　閲覧を希望される方は議会事務局までご連絡ください。

調 査 研 究 費
研 修 費
広 報 費
広 聴 費
要請・陳情活動費
会 議 費

資 料 作 成 費
資 料 購 入 費
人 件 費
事 務 所 費

……市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に関する経費
……研修会を開催するために必要な経費及び団体等が開催する研修会の参加に要する経費
……会派が行う活動及び市政について市民に報告するために要する経費
……市民からの市政及び会派の活動に対する要望、意見の聴取、相談等の活動に要する経費
……要請・陳情活動を行うために必要な経費
……各種会議に要する経費及び団体等が開催する意見交換会等各種会議への会派としての参加に要する
　　経費
……資料の作成に要する経費
……必要な図書、資料等の購入に要する経費
……活動を補助する職員を雇用する経費
……必要な事務所の設置及び管理に要する経費

平成２９年度支出状況（議員数：23人）

◎使途基準

（単位：円）

会　派

真正会

（7 人：4/1
　～ 7/31）

（8 人：8/1
　～ 3/31）

清友会

（4 人）

ともえ

（4 人）

市民クラブ

（3 人）

公明党

（2 人）

三次志士の会

（2 人：4/1
　～ 9/30）

（1 人：10/1
　～ 3/31）

日本共産党
三次市会議員団

（1人）

無所属

（1人：4/1
　～7/31）

交付額 2,760,000 1,440,000 1,440,000 1,080,000 720,000 540,000 360,000 120,000

執行額　計 3,018,583 1,542,982 1,988,421 955,891 721,563 421,129 152,730 173,195

内

訳

調 査 研 究 費 589,280 296,744 608,599 230,322 231,417 57,799 31,440 96,829

研 修 費 966,324 680,659 1,400 36,866 195,189 141,722 0 15,540

広 報 費 13,388 2,100 603,426 34,531 0 0 0 0

広 聴 費 84,689 34,472 46,306 26,040 14,580 14,256 0 0

要 請 ・
陳 情 活 動 費

586,257 172,592 343,998 296,065 145,720 73,860 0 0

会 議 費 73,000 28,400 47,454 26,000 3,000 0 0 20,000

資 料 作 成 費 20,451 23,196 8,609 11,716 4,162 0 0 4,130

資 料 購 入 費 561,673 203,937 94,806 217,148 109,398 98,730 26,230 34,860

人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0

事 務 所 費 123,521 100,882 233,823 77,203 18,097 34,762 95,060 1,836

差引返還額 0 0 0 124,109 0 118,871 207,270 0
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総務常任委員会（7 人）
（委員長）杉原　利明 （副委員長）鈴木　深由希
大森　俊和 岡田　美津子 澤井　信秀
山村　惠美子 藤井　憲一郎

〈所管事務〉　総務部、政策部、財務部、地域振興部、支
所、会計課、議会事務局、選挙管理委員会、監査事務局
及び公平委員会の所管に属する事項並びに他の委員会に
属さない事項

教育民生常任委員会（７人）
（委員長）福岡　誠志 （副委員長）桑田　典章
竹原　孝剛 保実　治 横光　春市
黒木　靖治 弓掛　元

〈所管事務〉　市民部、福祉保健部、子育て・女性支援部、
市民病院部及び教育委員会の所管に属する事項

産業建設常任委員会（7 人）
（委員長）齊木　亨 （副委員長）池田　徹
助木　達夫 亀井　源吉 宍戸　稔
新家　良和 伊藤　芳則

〈所管事務〉　産業環境部、建設部、水道局及び農業委員会の所管に属する事項

広報広聴常任委員会（８人）
（委員長）山村　惠美子 （副委員長）藤井　憲一郎
池田　徹 新家　良和 齊木　亨
桑田　典章 横光　春市 黒木　靖治

議会運営委員会（10 人）
（委員長）澤井　信秀 （副委員長）新家　良和
竹原　孝剛 岡田　美津子 福岡　誠志
亀井　源吉 宍戸　稔 杉原　利明
山村　惠美子 鈴木　深由希

予算決算常任委員会（21 人）議長を除く全議員で構成
（委員長）竹原　孝剛 （副委員長）横光　春市

主な補正内容

平成30年度　一般会計予算の補正 （第1号）

357億7,370万円370万円追加補正額 総額

《歳　　入》 ・繰入金（財政調整基金） 370万円
《歳　　出》 ・学校給食事業 370万円

平成30年
第１回臨時会

平成30年
第2回臨時会

　第１回臨時会を４月20日（金）に開催し、議長及び副議長の選挙のほか議案３件を
原案のとおり可決しました。

　第２回臨時会を５月15日（火）に開催し、常任委員及び議会運営委員の選任のほか
議案１件を原案のとおり可決しました。

　三良坂学校給食共同調理場を吉舎学校給食共同調理場に統廃合することに伴い、改正する。
　その主な内容は、第２条の表中、三次市三良坂学校給食共同調理場の名称及び位置を削る。

　県が実施する主要地方道吉舎油木線の道路改良事業に伴う三次消防署甲奴出張所の移転先として、甲奴支所の一
部敷地内を三次消防署甲奴出張所庁舎用地として無償で貸し付ける。

　５月15日に各常任委員及び議会運営委員の選任がありましたが7月31日の第3回臨時会で次のとおり決まりました。

　上谷　一巳（課税課長）

【一部改正された条例】

【議　案】

【新たな委員会構成】

【その他の議案】

■学校給食共同調理場設置及び管理条例の一部を改正する条例　　　　　全員一致

■財産の無償貸付について　　　　　全員一致

■固定資産評価員の選任の同意を求めることについて　　　　　　　　　 全員一致
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平成30年6月定例会　一般質問
　６月定例会では、13 名が市政をただしました。
　質問と答弁の一部を発言順に紹介します。詳細については、会議
録を製本の後、議会事務局、各支所、三次市立図書館及び分館に常
設します。
　また、三次市ホームページ（アドレスは下記のとおり）では会議
録と本会議の録画映像をご覧いただけます。
　なお、一問一答方式で一般質問を行っていますが、紙面の都合上
まとめて記載しています。

　

今
年
３
月
に
流
行
し
た
は
し
か
は
、
日
本

に
来
た
旅
行
者
か
ら
広
が
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る
。
５
月
末
で
患
者
数
は
全
国
で
１
６
０

人
を
超
え
て
い
る
が
、
４
月
か
ら
始
ま
っ
た

ネ
ウ
ボ
ラ
の
ス
タ
ッ
フ
の
保
健
師
、
助
産
師

等
の
関
係
者
の
抗
体
検
査
や
予
防
接
種
の
対

策
は
で
き
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
抗
体
検
査

や
任
意
接
種
に
つ
い
て
市
独
自
の
助
成
制
度

の
考
え
は
な
い
か
。

　

駆
除
班
の
出
動
は
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ

る
が
、
依
然
と
し
て
被
害
額
は
高
止
ま
り
で

あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
対
策
の
延
長
線
で
は
、

特
に
シ
カ
の
個
体
数
減
に
は
間
に
合
わ
な
い

の
で
は
な
い
か
。
ジ
ビ
エ
と
し
て
の
利
用
と

合
わ
せ
技
で
の
対
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

市
職
員
の
は
し
か
の
任
意
の
予
防
接
種
に

つ
い
て
は
、
特
段
の
対
応
は
行
っ

て
い
な
い
。

　

最
も
有
効
な
手
段
は
、
感
染
の

恐
れ
が
あ
る
方
に
予
防
接
種
を
受

け
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
り
、
現

在
、
市
独
自
に
行
っ
て
い
る
風
疹

予
防
に
関
す
る
事
業
で
麻
疹
風
疹

混
合
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
行
っ
て

い
る
が
、
こ
の
制
度
を
検
証
す
る

中
で
、
接
種
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

三
次
市
農
業
振
興
プ
ラ
ン
に
お
い
て
、
ジ

ビ
エ
の
利
活
用
の
推
進
を
掲
げ
て
お
り
、
衛

生
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ
た
安
全
対
策
、
ジ

ビ
エ
の
普
及
、
利
活
用
を
進
め
て
い
る
。

　

本
市
単
独
事
業
の
が
ん
ば
る
地
域
・
産
業

施
設
整
備
支
援
事
業
を
活
用
し
、
シ
カ
肉

等
を
食
肉
加
工
す
る
ジ
ビ
エ
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
る
民
間
事
業
者
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

　

流
通
販
路
と
し
て
は
、

広
島
三
次
ワ
イ
ナ
リ
ー

や
ト
レ
ッ
タ
み
よ
し
等

で
ジ
ビ
エ
商
品
の
販
売

も
し
て
い
る
。

　

今
後
も
ジ
ビ
エ
を
含

め
た
利
活
用
、
有
害
鳥

獣
駆
除
の
推
進
に
つ
い

て
、
市
単
独
事
業
を
含

め
て
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

保実  治
清友会

ネ
ウ
ボ
ラ
み
よ
し
の
ス
タ
ッ
フ
の

は
し
か
対
策
は

有
害
鳥
獣
対
策
と
ジ
ビ
エ
と
し
て
の

利
活
用
支
援
を

そ
れ
ぞ
れ
職
員
の
職
務
意
識
の
中
で

対
応
し
て
い
き
た
い

ジ
ビ
エ
の
利
活
用
、
有
害
鳥
獣
駆
除
の

推
進
を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く

森
本
福
祉
保
健
部
長

日
野
産
業
環
境
部
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

ジビエの有効活用
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社
会
モ
ラ
ル
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
昨

今
、
社
会
教
育
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て

い
る
。
本
市
社
会
教
育
委
員
会
議
に
お
け
る

提
言
を
始
め
、
県
の
新
た
な
施
策
の
導
入
、

社
会
教
育
主
事
資
格
を
持
つ
職
員
の
更
な
る

活
躍
等
、
社
会
教
育
振
興
計
画
を
策
定
し
、

取
り
組
む
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

急
激
な
保
育
へ
の
需
要
に
、
保
育
の
質
が

伴
わ
な
い
現
状
が
あ
り
、
厚
生
労
働
省
は
保

育
所
等
に
お
け
る
保
育
の
質
の
確
保
・
向
上

に
関
す
る
検
討
会
を
開
い
た
。

　

雇
用
の
格
差
は
保
育
士
の
資
質
向
上
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
低
下
さ
せ
る
。
正
規
雇
用

で
の
保
育
士
確
保
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

　

第
２
次
三
次
市
総
合
計
画
の
見
直
し
や
三

次
市
教
育
大
綱
の
策
定
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
の
成
果
を
始
め
、

意
義
や
あ
り
方
、
行
政
の
役
割
等
に
つ
い
て
、

検
証
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
本
市
の
社
会

教
育
に
つ
い
て
、
教
育
委
員
と
社
会
教
育
委

員
で
意
見
交
換
の
場
を
持
つ
な
ど
し
、
今
後

検
討
し
て
い
く
。

　

全
て
の
保
育
士
は
、
子
ど
も
達
の
未
来
を

応
援
す
る
責
任
と
誇
り
を
持
ち
、
従
事
し
て

い
る
。
雇
用
形
態
の
違
い
に
よ
り
、
保
育
の

質
に
差
が
出
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。

　

専
門
性
を
高
め
る
研
修
や
保
育
業
務
を
通

じ
た
職
場
で
の
育
成
等
に
よ
り
、
保
育
の
質

の
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　

臨
時
職
員
の
賃
金
見
直
し
や
休
暇
制
度
の

充
実
な
ど
処
遇
改
善
に
努
め
て
お
り
、
県
内

ト
ッ
プ
の
処
遇
と
し
て
い
る
。
今
後
、
会
計

年
度
任
用
職
員
制
度
を
含
め
た
次
期
定
員
管

理
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
任
用
の
あ
り
方

を
検
討
し
、
安
定
的
な
働
き
が
い
の
あ
る
雇

用
条
件
の
整
備
に
努
め
る
。

山村 惠美子
清友会

社
会
教
育
振
興
計
画
の
策
定
を

保
育
の
質
向
上
の
た
め
保
育
士
の

処
遇
改
善
を

第
２
次
三
次
市
総
合
計
画
の
見
直
し

等
を
踏
ま
え
、
検
討
し
て
い
く

次
期
定
員
管
理
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、
雇
用
条
件
の
整
備
に
努
め
る

松
村
教
育
長

落
田
総
務
部
長

質問1質問2 答弁1

答弁2

　
「
す
る
ス
ポ
ー
ツ
」、「
み
る
ス
ポ
ー
ツ
」、

「
さ
さ
え
る
ス
ポ
ー
ツ
」
の
推
進
を
掲
げ
る
推

進
計
画
を
策
定
し
、
大
規
模
な
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
や
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
誘
致
等
に

よ
り
地
域
、
経
済
の
活
性
化
を
図
る
考
え
は

な
い
か
。

　

路
線
バ
ス
は
自
家
用
車
普
及
等
に
よ
る
社

会
環
境
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
に

よ
り
、
需
要
が
少
な
く
な
っ
て
い
る

状
況
に
あ
る
。

　

現
在
、事
業
者
と
連
携
し
、フ
リ
ー

乗
降
区
間
の
拡
大
、
ダ
イ
ヤ
改
正
、

路
線
の
再
編
、
高
校
生
通
学
定
期
券

の
割
引
の
施
行
等
、
利
用
者
の
利
便

性
を
高
め
る
改
善
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
後
、
こ
の
取
組
を
検
証
し
、
ど

う
い
っ
た
こ
と
が
で
き
る
の
か
検
討

し
て
い
き
た
い
。

　

現
在
、
総
合
計
画
等
の
見
直
し
も
含
め
、

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い

る
。

　

ま
た
、
関
西
圏
の
旅
行
業
者
や
高
校
・
大

学
の
運
動
部
等
の
合
宿
誘
致
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

今
年
度
は
、
医
療
機
関
、
交
通
体
系
、
宿

泊
施
設
、
観
光
施
設
等
の
滞
在
中
に
必
要
な

情
報
が
載
っ
た
ガ
イ
ド
を
作
成
し
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
り
、

誘
致
活
動
を
強
化
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
平
成
25
年

度
か
ら
観
光
・
宿
泊
・

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
助
成

事
業
を
実
施
し
、
利

用
件
数
も
年
々
増
加

し
て
お
り
、
地
域
及

び
経
済
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と

考
え
て
い
る
。

宍戸  稔
清友会

路
線
バ
ス
の
再
生
を

ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
域
・
経
済
活
性
化
の
可
能
性
は

現
在
の
取
組
を
検
証
し
、
今
後
の

取
組
を
検
討
し
て
い
く

地
域
及
び
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ

う
合
宿
誘
致
に
も
積
極
的
に
取
り
組
む

瀬
﨑
副
市
長

瀧
奥
地
域
振
興
部
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

　

路
線
バ
ス
利
用
者
数
の
減
少
に
伴
い
、
運

賃
値
上
げ
、
減
便
、
路
線
廃
止
、
さ
ら
に
利

用
者
が
減
る
と
い
う
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に

陥
っ
て
い
る
。
例
え
ば
「
２
名
×
７
０
０
円

か
ら
７
名
×
２
０
０
円
」
と
い
う
運
賃
を
下

げ
る
こ
と
に
よ
る
利
用
者
を
増
や
し
、
高
校

生
等
の
利
用
を
促
す
取
組
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

三次きんさいスタジアム
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国
際
連
合
は
、
持
続
可
能
な
開
発
目
標

２
０
３
０
ア
ジ
ェ
ン
ダ
（
誰
一
人
取
り
残
さ

な
い
取
組
）
17
の
目
標
、
１
６
９
の
達
成
基

準
を
定
め
て
い
る
が
、
次
の
事
項
に
ど
の
よ

う
に
取
り
組
む
の
か
。

①
あ
ら
ゆ
る
人
々
の
活
躍
の
推
進
（
貧
困
の
解

消
・
女
性
活
躍
の
推
進
・
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
具
体

的
な
取
組
・
教
育
の
充
実
・
食
育
の
充
実
）

②
雇
用
と
生
産
性
の
向
上
に
つ
い
て

③
平
和
・
安
全
安
心
社
会
の
実
現
（
平
和
セ

ミ
ナ
ー
・
平
和
大
使
の
派
遣
・
多
文
化
共

生
の
取
組
）

①
高
齢
者
の
貧
困　

安
定
し
た
収
入
を
得
て

い
た
だ
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
の
社
会
進

出
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
て
い
る
。

ど
の
よ
う
に
活
躍
を
担
保
し
て
い
く
か
、

こ
れ
か
ら
し
っ
か
り
検
討
し
て
い
く
。

①
女
性
活
躍
の
推
進　

男
女
平
等
や
人
権
尊

重
は
、
学
習
機
会
の
充
実
、
意
識
啓
発
が

重
要
と
考
え
て
お
り
、
こ
れ
を
積
極
的
に

推
進
し
て
い
く
。

①
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
具
体
的
な
取
組
の
正
し
い
情

報
提
供
を
行
い
、
差
別
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

に
つ
な
が
る
も
の
が
な
い
か
、
習
慣
や
考

え
方
を
点
検
し
、
情
報
提
供
と
啓
発
、
相

談
体
制
の
充
実
に
取
り
組
む
。

①
教
育
の
充
実　

三
次
市
子
ど
も
の
未
来
応

援
宣
言
を
も
と
に
、
全
て
の
子
ど
も
達
の

可
能
性
を
伸
ば
し
、
希
望
を
与
え
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
取
組
を
進
め
る
。

①
食
育
の
充
実　

各
保
育
所
の
児
童
数
や
ア

レ
ル
ギ
ー
除
去
食
等
に
応
じ
て
、
正
規
及

び
臨
時
職
員
を
必
要
人
数
配
置
し
、
保
育

所
の
自
園
給
食
を
実
施
し
て
い
る
。

②
ノ
ー
残
業
デ
ー
は
、
就
業
時
間
を
意
識
し

た
職
員
の
働
き
方
や
業
務
の
見
直
し
に
つ

な
げ
て
い
く
た
め
に
実
施
し
て
い
る
。
基

本
的
に
毎
週
水
曜
日
を
設
定
し
、
取
り
組

ん
で
い
る
。

③
ま
ち
・
ゆ
め
基
本
条
例
に
定
め
る
よ
う
に
、

市
と
市
民
が
対
等
な
立
場
で
市
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
差
別
解
消
に
向
け
、

一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

の
多
言
語

化
や
生
活

相
談
等
に

よ
り
、
多

文
化
共
生

の
取
組
を

進
め
て
い

る
。

竹原  孝剛
市民クラブ

持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
・

総
合
計
画
は

各
計
画
等
に
よ
り
、
取
組
を

進
め
て
い
る

森
本
福
祉
保
健
部
長

松
長
子
育
て
・
女
性
支
援
部
長

瀧
奥
地
域
振
興
部
長

長
田
教
育
次
長

松
長
子
育
て
・
女
性
支
援
部
長

落
田
総
務
部
長

瀧
奥
地
域
振
興
部
長

質問1答弁1

持続可能な開発目標（SDGs）ロゴマーク（国際連合広報センター）

　

傍
観
者
の
視
点
に
立
っ
た
、
い
じ
め
を
許

容
し
な
い
教
育
は
重
要
だ
と
考
え
る
。
千
葉

県
柏
市
で
は
、
産
官
学
の
連
携
で
開
発
さ
れ

た
「
私
た
ち
の
選
択
肢
」
と
い
う
授
業
と
、

い
じ
め
を
匿
名
で
通
報
で
き
る
相
談
ア
プ
リ

「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
ｉ
ｔ
」
の
導
入
を
始
め
て
い
る
。

本
市
で
の
活
用
の
考
え
を
伺
う
。

　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
若
者
の
消
費
者
被
害
が

増
加
し
て
い
る
。

　

小
・
中
学
校
に
お
い
て
の
消
費
者
教
育
の

強
化
や
行
政
の
相
談
窓
口
の
周
知
・
情
報
発

信
等
、
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
教
材
を
活
用
し
た
「
私
た
ち
の
選

択
肢
」
と
い
う
授
業
は
、
ネ
ッ
ト
い
じ
め
を

許
さ
な
い
集
団
づ
く
り
に
効
果
的
で
あ
る
と

感
じ
て
お
り
、
今
後
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
相
談
ア
プ
リ

は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
画

像
等
を
用
い
て
、
現
実

社
会
や
オ
ン
ラ
イ
ン
上

で
の
出
来
事
を
簡
単
に

報
告
、
相
談
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
現
在
、
多

く
の
学
校
は
、
日
記

や
生
活
ノ
ー
ト
を
用
い

　

学
校
で
の
消
費
者
教
育
は
、
学
習
指
導
要

領
に
の
っ
と
り
、指
導
し
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
の
被
害
に
つ
い
て
、
そ
の
危
険

性
を
学
ん
で
お
り
、
正
し
く
安
全
な
利
用
に

つ
い
て
、
繰
り
返
し
指
導
し
て
い
く
。

て
、
児
童
・
生
徒
の
気
持
ち
の
変
化
や
悩
み

等
を
把
握
し
、
い
じ
め
の
早
期
発
見
に
つ
な

げ
て
い
る
。
相
談
ア
プ
リ
の
導
入
は
、
他
市

等
の
活
用
状
況
等
を
把
握
し
、
研
究
し
て
い

く
。

　

若
者
に
向
け
た
取
組
は
、
広
報

紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
、
様
々
な

手
法
や
媒
体
を
利
用
し
、
繰
り
返

し
啓
発
を
行
い
、
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
の
現
在
果
た
し
て
い
る
役
割

や
認
知
度
を
高
め
、
ど
の
世
代
に

も
し
っ
か
り
と
情
報
を
届
け
、
消

費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
啓
発
、
取
組
を
行
っ
て
い
く
。

岡田 美津子
公明党

小
・
中
学
校
の
さ
ら
な
る

い
じ
め
防
止
対
策
の
取
組
を

若
者
の
消
費
者
相
談
体
制
の
充
実
を

今
後
、
他
市
等
の
活
用
状
況
等
を

把
握
し
、
研
究
し
て
い
く

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
啓
発
、
取
組
を
行
っ
て
い
く

松
村
教
育
長

松
村
教
育
長

稲
倉
市
民
部
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2
千葉県柏市脱いじめ傍観者プログラム
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本
年
３
月
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
公
会
計
が
公

表
さ
れ
、
統
一
的
な
基
準
に
基
づ
い
た
財
務

書
類
等
の
作
成
が
な
さ
れ
た
。
新
た
に
見
え

て
き
た
財
務
状
況
の
課
題
と
今
後
の
対
応
方

針
を
問
う
。

　

ま
た
、
こ
の
諸
表
を
使
っ
た
市
民
向
け
の

勉
強
会
、
説
明
会
の
開
催
を
し
て
は
ど
う
か
。

　

側
溝
整
備
は
、
老
朽
化
や
通
行
の
安
全

性
を
考
慮
し
、
順
次
整
備
し
て
お
り
、
三
次

町
の
通
行
の
安
全
を
早
期
に
確
保
す
る
た
め

に
、
今
後
と
も
計
画
的
に
整
備
を
進
め
る
。

　

三
次
地
区
の
文
化
・
観
光
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
会
の
会
員
の
方
や
本
市
に
縁
の
あ
る
方
等

が
収
集
さ
れ
た
人
形
や
玩
具
等
の
展
示
を
計
画

さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
、
今
後
、
こ
う
し

た
動
き
が
加
速
し
て
い
く
事
を
期
待
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
こ
う
し
た
動
き
を
支
援
す
る
た
め
、

各
種
支
援
制
度
、
空
き
店
舗
等
の
情
報
提
供
等

を
行
い
、
一
般

社
団
法
人
み
よ

し
観
光
ま
ち
づ

く
り
機
構
と
も

連
携
し
、
官
民

一
体
と
な
っ
た

文
化
・
観
光
ま

ち
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

　

た
だ
ち
に
大
き
な
課
題
や
問
題
が
あ
る
と

は
考
え
て
い
な
い
。
今
後
は
、
類
似
団
体
と

の
比
較
、
特
に
行
政
コ
ス
ト
（
市
民
１
人
あ

た
り
の
コ
ス
ト
等
）
を
性
質
別
、
目
的
別
等
、

比
較
を
行
い
、
今
後
、
市
の
節
約
で
き
る
よ

う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
だ
勉
強
会
・
説
明
会
を
行
う
と
こ
ろ
ま

で
理
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
ま
ず
は

職
員
研
修
を
行
い
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
行
っ
て
い
く
よ
う
予
定
し
て
い
る
。

弓掛  元
三次志士の会

三
次
町
の
諸
問
題
の
解
決
を

公
会
計
か
ら
み
る
財
務
状
況
の
課
題

と
今
後
の
対
応
方
針
は

安
全
性
を
考
慮
し
、
順
次
整
備

し
て
い
る

た
だ
ち
に
大
き
な
課
題
や
問
題
が
あ

る
と
は
考
え
て
い
な
い

坂
本
建
設
部
長

中
村
政
策
部
長

部
谷
財
務
部
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

　

妖
怪
博
物
館
の
建
設
が
行
わ
れ
て
い
る
三

次
町
で
、
観
光
客
や
地
元
住
民
等
の
安
全
性

の
確
保
の
た
め
、
側
溝
整
備
が
急
務
と
考
え

る
が
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
同
館
と
合
せ
て
「
収
集
物
展
示
の

町
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
町
全
体
に
様
々
な
展

示
物
掲
示
に
よ
る
観
光
客
の
周
遊
を
図
る
べ

き
で
は
な
い
か
。

三次町

し
て
お
け
な
い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

て
今
後
、
老
朽
化
し
た
学
校
や
体
育
館
の
建

て
替
え
の
課
題
等
、
大
き
な
事
業
費
が
各
学

校
に
生
じ

て
く
る
。

こ
れ
ら
を

念
頭
に
お

き
、
将
来

ど
う
あ
る

べ
き
か
を

一
緒
に
検

討
し
て
い

き
た
い
。

　

給
食
は
食
育
教
育
の
一
環
で
あ
り
、
子
ど

も
の
健
全
な
発
達
を
支
え
る
う
え
で
給
食
は

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

無
償
化
に
よ
っ
て
、
全
て
の
子
ど
も
達
が

等
し
く
利
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
給
食

費
無
償
化
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　

栄
養
教
諭
及
び
学
校
栄
養
職
員
、
各
調
理

場
長
、
各
小
・
中
学
校
長
と
も
継
続
し
て
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
各
地
域
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
給
食
調
理
場
運
営
委
員
等
へ

も
、
今
後
、
再
編
方
針
の
説
明
を
行
い
、
意

見
を
伺
っ
て
い
き
た
い
。

　

吉
舎
、
三
良
坂
学
校
給
食
調
理
場
関
係
の

方
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
も
含
め
、
計
９
回

に
わ
た
り
、
統
合
の
経
緯
も
説
明
し
、
意
見

を
伺
っ
て
き
た
。
ま
た
取
引
納
入
業
者
に
も

各
商
店
等
を
回
り
、
経
緯
を
説
明
し
、
意
見

も
伺
っ
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
保
護
者
の
理
解
を
得
て
い
く

事
は
当
然
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
デ
リ
バ

リ
ー
、
調
理
場
の
老
朽
化
等
の
課
題
を
放
置

　

無
償
化
は
、
ま
だ
ま
だ
全
国
的
に
は
ご
く

一
部
の
取
組
で
あ
る
が
、
定
住
対
策
を
目
的

と
し
た
も
の
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
無
償

化
は
、
多
額
の
費
用
を
将
来
的
に
負
担
し
て

い
く
必
要
も
あ
り
、
貧
困
対
策
な
の
か
、
定

住
対
策
な
の
か
、
実
施
の
目
的
を
明
確
に
し
、

慎
重
に
調
査
・
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
と
捉

え
て
い
る
。

日本共産党

学
校
給
食
調
理
場
再
編
計
画
の

見
直
し
を

学
校
給
食
費
無
償
化
を
進
め
る

考
え
は

学
校
に
係
る
諸
課
題
を
念
頭
に
置
き
、

将
来
ど
う
あ
る
べ
き
か
検
討
し
て
い
く

実
施
の
目
的
を
明
確
に
し
、
慎
重
に

調
査
・
研
究
す
る
必
要
が
あ
る

長
田
教
育
次
長

増
田
市
長

松
村
教
育
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

伊藤  芳則

　

現
在
、
安
心
安
全
な
食
材
提
供
で
地
産
地

消
率
30
％
目
標
を
達
成
し
て
い
る
調
理
場
や

特
色
を
生
か
し
た
「
食
育
だ
よ
り
」
も
発
行

さ
れ
て
い
る
。

　

学
校
給
食
の
在
り
方
を
考
え
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
や
関
係
者
か
ら
意
見
を
聞

き
進
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

川西小学校の給食
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譲
渡
さ
れ
な
い
廃
線
跡
地
は
、
廃
線
後
年

数
が
経
つ
と
線
路
周
辺
は
山
林
に
な
り
、
景

観
の
阻
害
や
野
生
動
物
の
す
み
か
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
そ
の
維
持
管
理

は
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
確
認
を
さ
れ
た
の

か
。

　

本
市
で
は
、
伐
採
や
伐
採
後
の
造
林
の
届

出
を
受
け
る
と
き
、
伐
採
に
係
る
技
術
指
針

の
提
示
は
さ
れ
る
の
か
。

　

ま
た
、
伐
採
の
現
地
確
認
や
路
網
整
備
の

た
め
の
技
術
指
針
は
あ
る
の
か
伺
う
。

　

所
有
者
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
が
適
切
に
管

理
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
除
草
等
の
管
理
に

つ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

民
地
等
と
境
界
が
接
す
る
箇
所
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
ど
お
り
の
対
処
を
行
う
と
の
説

明
を
受
け
て
い
る
。

　

伐
採
届
は
、
本
市
の
森
林
整
備
計
画
に
適

合
し
て
い
る
か
を
審
査
し
受
理
し
て
い
る
。

届
出
者
に
は
、
土
砂
流
出
等
危
険
区
域
の
指

定
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
伐
採
に
あ
た

り
、
災
害
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
適
切
な

予
防
措
置
を
講
ず
る
留
意
事
項
を
付
し
て
い

る
。

　

伐
採
届
は
、
基
本
的
に
書
類
審
査
で
あ
る

が
、
大
規
模
な
伐
採
に
よ
り
、
土
砂
流
出
の

恐
れ
が
あ
る
場
合
は
、
関
係
支
所
と
も
連
携

し
た
上
で
、
現
地
確
認
を
行
っ
て
い
る
。

　

民
有
林
に
お
け
る
路
網
設
置
に
つ
い
て

は
、
施
業
に
係
る
留
意
事
項
を
付
す
に
留

ま
っ
て
お
り
、
指
導
と
い
っ
た
強
制
力
は
な

い
。

齊木  亨
真正会

旧
三
江
線
跡
地
の
維
持
管
理
は

伐
採
届
の
受
付
は

Ｊ
Ｒ
西
日
本
に
お
い
て
従
来
ど
お
り
の

対
応
を
行
う
と
の
説
明
を
受
け
て
い
る

災
害
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
適
切
な

予
防
措
置
を
講
ず
る
よ
う
留
意
事
項

を
付
し
て
い
る

中
村
政
策
部
長

日
野
産
業
環
境
部
長

質問1質問2 答弁1

答弁2

作木町の路網整備

　
（
仮
称
）
み
よ
し
ア
グ
リ
パ
ー
ク
整
備
基
本

構
想
策
定
の
趣
旨
に
あ
る
三
次
市
農
業
振
興

プ
ラ
ン
で
は
、本
市
の
農
業
の
将
来
像
を
「
持

続
可
能
な
地
域
農
業
の
確
立
～
夢
が
持
て
る

農
業
の
実
現
～
」
と
掲
げ
て
い
る
が
、
こ
の

実
現
に
向
け
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
も
う
と

し
て
い
る
の
か
。

　

一
軒
一
軒
個
別
に
空
き
家
の
対
策
を
す
る

と
い
う
の
で
は
な
く
、
ま
ち
全
体
や
地
区
と

し
て
、
全
体
の
区
画
、
景
観
等
も
含
め
た
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
く
う
え
で
の
空
き
家
対

策
と
い
う
も
の
は
で
き
な
い
の
か
。

　

農
業
振
興
プ
ラ
ン
で
は
、
４
つ
の
基
本
方

針
を
掲
げ
、
農
業
所
得
の
向
上
等
に
つ
な
が

る
各
種
事
業
の
実
施
を
し
て
い

る
。

　

そ
の
将
来
構
想
と
し
て
、
観
光

と
一
体
化
し
た
農
業
の
展
開
を
図

る
（
仮
称
）
ア
グ
リ
パ
ー
ク
構
想

を
掲
げ
て
お
り
、
今
年
度
は
、
そ

の
基
本
構
想
に
基
づ
き
、
基
本
計

画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
初
期

事
業
と
し
て
の
ト
レ
ッ
タ
み
よ
し

周
辺
エ
リ
ア
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
事
業
検
討
を
進
め
、
早
期
着
工

を
め
ざ
し
て
進
め
て
い
く
。

　

危
険
空
き
家
の
発
生
を
抑
制
す
る
に
は
、

空
き
家
の
活
用
と
老
朽
家
屋
の
建
て
替
え
に

よ
る
土
地
利
用
が
進
む
こ
と
が
有
効
と
考
え

る
。
と
り
わ
け
条
件
の
良
い
市
街
地
に
お
い

て
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
進
む
よ
う
補
助
制

度
等
も
整
え
、
面
的
な
活
用
が
進
む
環
境
づ

く
り
に
も
取
り
組
み
始
め
た
。

　

三
次
地
区
で
は
、
空
き
家
を
活
用
さ
れ
る

方
を
募
り
、
平
成
28
年
度
か
ら
空
き
家
の
活

用
を
題
材
に
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
開
催

し
て
い
る
。
カ
フ
ェ
を

オ
ー
プ
ン
さ
れ
た
方
や

新
た
な
店
舗
出
店
の
動

き
も
あ
り
、
今
後
、
地

域
内
の
土
地
や
建
物
の

利
用
が
さ
ら
に
進
む
面

的
な
動
き
に
つ
な
が
る

こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。
今
年
度
も
引
き
続

き
、
総
合
的
な
行
政
の

中
で
取
組
を
進
め
て
い

く
。

真正会

（
仮
称
）
み
よ
し
ア
グ
リ
パ
ー
ク

整
備
基
本
構
想
の
取
組
は

ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
面
的

整
備
と
し
て
の
空
き
家
対
策
は

今
年
度
は
、
基
本
構
想
に
基
づ
き
、

基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
く

面
的
な
活
用
が
進
む
環
境
づ
く
り
に

も
取
り
組
み
始
め
て
い
る

日
野
産
業
環
境
部
長

瀬
﨑
副
市
長

質問1

質問2

答弁1

答弁2

桑田  典章

（仮称）みよしアグリパーク整備全体イメージ図
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①　

手
話
や
要
約
筆
記
が
、
聴
覚
障
害
の
あ

る
方
が
円
滑
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
重
要
な
方
法
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る

の
で
、
今
後
、
全
て
の
人
が
参
加
し
や
す

い
教
育
フ
ェ
ス
タ
に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
、
フ
ェ
ス
タ
の
チ
ラ
シ
に
も
手

話
・
要
約
筆
記
の
案
内
を
入
れ
て
い
く
よ

う
考
え
て
い
る
。

②　

三
次
市
民
ホ
ー
ル
の
事
業
運
営
委
員
会

の
主
催
事
業
を
お
知
ら
せ
す
る
チ
ラ
シ
等

で
は
周
知
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
、
聴

覚
障
害
者
の
方
が
映
画
を
始
め
と
す
る

様
々
な
催
し
に
安
心
し
て
お
越
し
い
た
だ

け
る
よ
う
、
磁
気
ル
ー
プ
、
補
聴
器
の

貸
出
の
周
知
や
会
場
、
受
付
窓
口
等
で
の

掲
示
を
今
ま
で
以
上
に
分
か
り
や
す
く
行

う
。

　
　

ま
た
共
催
事
業
の
貸
館
に
よ
る
他
の
利

用
団
体
等
に
も
チ
ラ
シ
へ
の
案
内
文
の
ひ

な
形
を
紹
介
す
る
な
ど
し
、
活
用
の
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
く
。

③　

６
月
17
日
に
本
市
で
広
島
県
ろ
う
あ
者

大
会
が
開
催
さ
れ
、
手
話
言
語
条
例
の
制

定
の
実
現
に
向
け
、
組
織
を
あ
げ
て
全
力

で
取
り
組
む
と
い
う
決
議
を
さ
れ
た
。

　
　

本
市
と
し
て
も
、
こ
の
大
会
の
決
議
を

尊
重
し
、
条
例
制
定
に
向
け
て
進
め
て
い

く
べ
き
と
考
え
て
お
り
、
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
い
く
か
検
討
し
て
い
き
た
い
。

手話言語条例

情報コミュニケーション条例

真正会

義
務
で
あ
る
合
理
的
配
慮
の
徹
底
を

イ
ベ
ン
ト
チ
ラ
シ
に
も
手
話
・
要
約

筆
記
の
案
内
を
入
れ
て
い
く

松
村
教
育
長

長
田
教
育
次
長

増
田
市
長

質問1答弁1

鈴木 深由希

　

次
の
事
項
に
つ
い
て
伺
う
。

①
障
害
者
差
別
解
消
法
整
備
か
ら
３
年
目
と

な
る
が
、
本
市
が
実
施
す
る
教
育
フ
ェ
ス

タ
で
、
聴
覚
障
害
者
に
情
報
保
障
の
手
話

通
訳
者
、
要
約
筆
記
者
の
派
遣
が
一
方
だ

け
の
場
合
や
ま
っ
た
く
な
い
場
合
が
あ
る

の
は
、
法
的
義
務
の
合
理
的
配
慮
に
欠
け

て
い
る
。
い
か
な
る
場
合
も
派
遣
が
さ
れ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
聞
こ
え
に
く
い
方
に
も
き
り
り
大
小
ホ
ー

ル
に
来
て
い
た
だ
く
た
め
、
ヒ
ア
リ
ン
グ

ル
ー
プ
の
有
効
活
用
や
啓
発
活
動
が
必
要

で
は
な
い
か
。

③
視
覚
・
聴
覚
・
音
声
・
言
語
機
能
の
障
害

者
を
対
象
と
し
た
「
手
話
言
語
・
障
害
者

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
条
例
」
を
早
期
に

制
定
す
べ
き
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

要
ようやくひっき

約筆記

音
おん

 訳
やく

点
てん

 字
じ

そのほかの

支
し

 援
えん

手
しゅ

 話
わ

＋

　

平
成
27
年
度
か
ら
合
併
に
よ
る
普
通
交
付
税

の
優
遇
措
置
が
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
る
過
程
に

入
り
、
財
政
的
に
厳
し
い
と
考
え
る
。

　

＊
経
常
収
支
比
率
の
動
向
を
見
る
と
、
平
成
22

年
度
、
平
成
27
年
度
は
90
％
前
半
で
あ
る
が
、
予

算
ベ
ー
ス
で
単
純
に
比
較
と
は
な
ら
な
い
が
、
平

成
29
年
度
は
98
・
１
％
、
平
成
30
年
度
は
97
・
９
％

と
高
い
状
態
で
あ
る
。
こ
の
要
因
は
何
か
伺
う
。

　

ま
た
、
本
市
が
将
来
に
向
け
て
発
展
す
る
た
め

に
、
行
い
た
い
事
業
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
経
常
収

支
比
率
の
推

移
を
見
た
時
、

現
在
実
施
し

て
い
る
事
業

も
併
せ
て
、

見
直
し
を
す

る
時
期
が
来

る
の
で
は
な

い
か
と
考
え

る
が
、
所
見

を
伺
う
。

て
は
、
経
常
経
費
の
見
直
し
を
行
っ
た
。
国

の
指
導
等
も
あ
り
、
本
市
独
自
の
事
業
で

あ
っ
て
も
３
年
間
同
じ
事
業
を
実
施
し
た
場

合
は
、
経
常
経
費
と
し
て
、
決
算
を
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　

平
成
27
年
度
ま
で
は
、
退
職
手
当
等
の
人

件
費
の
減
少
、
繰
り
上
げ
償
還
を
実
施
し
、

公
債
費
の
減
少
を
行
い
、
改
善
を
行
っ
て
き

た
が
、
平
成
28
年
度
は
管
理
職
が
定
年
で
退

職
手
当
が
一
気
に
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
上

昇
し
た
。

　

平
成
29
年
度
及
び
平
成
30
年
度
は
、
予
算

ベ
ー
ス
で
経
常
収
支
比
率
を
出
し
て
い
る
た

め
、
高
く
な
っ
て
い
る
が
、
過
去
の
例
か
ら

い
う
と
、
決
算
ベ
ー
ス
で
出
し
た
場
合
に
、

５
ポ
イ
ン
ト
程
度
低
く
な
る
。

　

市
と
し
て
は
、
経
常
収
支
比
率
だ
け
で
、

財
政
が
硬
直
化
し
て
い
る
と
は
判
断
で
き
な

い
と
考
え
て
い
る
。
も
し
硬
直
化
し
て
い
る

状
態
で
あ
れ
ば
、
市
独
自
の
施
策
や
投
資
的

事
業
を
抑
制
や
中
止
す
る
必
要
が
あ
る
が
、

現
在
は
、
投
資
的
経
費
を
絞
り
込
ん
で
い
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
。

　

ま
た
、
将
来
的
な
事
業
に
つ
い
て
は
、
交

付
税
が
毎
年
少
し
ず
つ
削
減
さ
れ
て
い
る
状

況
で
は
あ
る
が
、
現
在
、
国
も
交
付
税
削
減

の
緩
和
措
置
を
継
続
し
て
い
る
。
そ
の
他
、

市
で
も
電
気
入
札
等
に
よ
り
、
節
約
で
き
る

経
費
は
可
能
な
限
り
削
減
を
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
な
緩
和
措
置
等
の
結
果
や
今
後
の
状

況
、
基
金
の
活
用
も
考
え
な
が
ら
、
可
能
な

限
り
、
現
在
行
っ
て
い
る
事
業
を
継
続
し
て

い
く
よ
う
考
え
て
い
る
。

＊
経
常
収
支
比
率
…
率
が
低
い
ほ
ど
事
業
に

使
え
る
お
金
が
多
い
。 

人
件
費
等
、
縮
減
す

る
こ
と
が
容
易
で
な
い
経
費
（
義
務
的
経
費
）

に
、
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
が
ど
の
程

度
費
や
さ
れ
て
い
る
か
を
求
め
た
も
の
。

横光  春市
真正会

財
政
は
硬
直
化
し
て
い
な
い
か
伺
う

質問1
　

平
成
17
年
度
と
平
成
24
年
度
の
違
い
と
し

経
常
収
支
比
率
だ
け
で
、
判
断

で
き
な
い
と
考
え
て
い
る

部
谷
財
務
部
長

答弁1

年 
度

予算・決算額 
（千円）

経常収支比率 
（％）

決 算

17 40,735,227 96.1
22 39,615,353 90.1
27 38,316,518 90.3
28 37,708,722 93.8

予 算
29 37,900,000 98.1
30 35,770,000 97.9

経常収支比率（一般会計）
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0
1
2
3
4
5

老朽化度エネルギー評価

㎡あたりコスト

劣化状況

市民一人あたりコスト

利用者
一人あたり
コスト

　

今
後
10
年
分
の
三
次
市
公
共
施
設
の
削
減

計
画
を
ま
と
め
ら
れ
た
よ
う
だ
が
、
ど
の
施

設
を
ど
の
順
番
で
廃
止
し
て
い
く
の
か
等
、

具
体
的
中
身
は
議
会
に
も
住
民
に
も
公
開
さ

れ
て
い
な
い
。
公
共
施
設
の
統
廃
合
は
住
民

自
治
に
関
わ
る
大
切
な
問
題
な
の
で
、
担
当

部
だ
け
で
な
く
、
議
会
や
市
民
と
も
情
報
共

有
し
、
話
し
合
っ
て
進
め
る
べ
き
で
は
。

　

市
と
し
て
公
共
施
設
を
ど
の
よ
う
に
し
て

い
く
か
は
、
し
っ
か
り
と
地
域
の
実
情
に
応

じ
た
き
め
細
か
な
配
慮
が
必
要
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
議
会
へ
先
に
案
を
示
す
こ
と

と
な
れ
ば
、
そ
の
施
設
を
ど
の
よ
う
に
す
る

か
は
、
実
際
に
地
元
で
施
設
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
に
は
伝
わ
っ
て
な
い
段
階
で
公
表
さ

れ
る
こ
と
と
な
る
た
め
、
公
表
方
法
を
苦
慮

し
て
い
る
。

　

７
８
３
施
設
の
状
況
や
施
設
区
分
ご
と
の

考
え
方
は
可
能
な
限
り
示
す
こ
と
が
で
き

る
。

杉原  利明
真正会

施
設
削
減
計
画
の
中
身
を

情
報
公
開
せ
よ

個
別
具
体
で
は
な
く
、
施
設
区
分
ご

と
の
考
え
方
は
示
す
こ
と
が
で
き
る

高
岡
副
市
長

質問1答弁1

　

人
手
不
足
に
よ
り
、
企
業
は
現
在
、
受
注

を
断
っ
た
り
、
人
材
確
保
の
た
め
に
よ
り
多

く
の
費
用
負
担
を
迫
ら
れ
る
ケ
ー
ス
も
出
て

い
る
。
当
然
、
人
手
不
足
は
今
後
の
企
業
撤

退
の
要
因
に
も
な
り
得
る
。
企
業
を
守
る
た

め
に
早
急
な
手
立
て
が
必
要
で
は
な
い
か
。

深
刻
な
人
手
不
足
の
打
開
策
を

重信好範氏の議員辞職について

質問2
　

昨
年
11
月
に
広
島
労
働
局
と
雇
用
拡
大
、

人
材
育
成
等
、
産
業
施
策
と
一
体
と
な
っ
た

雇
用
労
働
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、
雇
用
対

策
協
定
を
締
結
し
た
。
現
在
、
広
島
労
働
局
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
緊
密
に
連
携
し
、
取
組
を

進
め
て
い
る
。

　

本
市
と
し
て
は
、
子
育
て
、
教
育
、
医
療
、

健
康
福
祉
、
定
住
対
策
、
産
業
振
興
等
を
戦

略
的
、
総
合
的
に
展
開
す
る
と
と
も
に
、
本

市
の
魅
力
や
利
便
性
、
拠
点
性
を
生
か
し
て
、

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
、
情
報
共
有
し
、

人
材
の
育
成
確
保
、
労
働
環
境
の
改
善
、
就

労
支
援
等
に
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。 関

係
機
関
等
と
密
接
に
連
携
し
、

取
組
を
進
め
て
い
く

日
野
産
業
環
境
部
長

答弁2

（倉敷市の施設カルテの一部抜粋）

レーダーチャート＆ 2 軸プロット

　7月5日、重信議員の逮捕という事態に伴い、7月11日、同氏から辞職願が提出され、

地方自治法第 126 条の規定により、同日付で辞職を許可しました。

　この度の件により、お騒がせ、ご心配をおかけしたことに対し、心よりお詫び申し

上げます。

　今後は、綱紀粛正に努め、市民のみなさまからの信頼の回復に努めてまいります。

三次市議会議長　小田伸次

【市政を問う　重信好範氏の一般質問について】

６月定例会において、一般質問がありましたが、市議会だよりへの掲載は見送

らせていただきました。
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　議会の本会議は、どなたでも傍聴することができ
ます。傍聴される方は、当日傍聴席の入口で傍聴券
を受け取って入場してください。車イスを利用され
る方のスペースや集団補聴システム（磁気ループ）
が整備されていますのでご利用ください。
　なお、傍聴席（30 席）が満席となった場合は、入場
を制限しますのでご了承ください。

5月

6月

7月

議会運営委員会
行財政改革調査特別委員会
議会運営委員会、第２回臨時会、経理責任者会議
会派代表者会議
議会改革推進特別委員会

正副委員長会議
全員協議会、総務常任委員会、産業建設常任委員会
議会運営委員会、行財政改革調査特別委員会
広報広聴常任委員会
教育民生常任委員会
議会運営委員会、三次青陵高等学校意見交換会
６月定例会、地域公共交通調査特別委員会、
広報広聴常任委員会
　　　一般質問
行財政改革調査特別委員会
総務常任委員会、教育民生常任委員会、産業建設常任委員会
議会改革推進特別委員会、地域公共交通調査特別委員会
議会運営委員会、予算決算常任委員会、全員協議会
議会運営委員会、本会議、全員協議会
正副委員長会議　　

教育民生常任委員会
会派代表者会議
予算決算常任委員会小委員会、会派代表者会議
会派代表者会議
三次高等学校意見交換会
議員研修会
広報広聴常任委員会
全員協議会、広報広聴常任委員会、会派代表者会議
平成30年第3回臨時会

　三良坂町商店街の東の端に祇園社「八坂神社」が
あります。
　江戸享保年間に家内安全、五穀豊穣、疫病除けの
神として当地に勧請されたと伝えられています。祭
礼では神社の周りに灯籠を灯し、商店街を「おごれ
んさん」という山車を引く行事が行われます。この
祭礼に合わせて毎年 7 月中旬に「三良坂祇園祭り」
が開催され、今年も多くの来場者で賑わいました。
　古き良き伝統があり、新規オープンのお店で活気
づく三良坂町に足を運んでみて下さい。

（藤井　憲一郎）

千葉県君津市（タブレット導入について）
福岡県古賀市

（不妊治療費全額助成制度について）
北海道当別町（みよし森のポッケについて）
三重県鈴鹿市（議会報告・懇談会について）
広島県府中町（窓口サービスについて）
福島県喜多方市（小中一貫教育の取組について）

2018（平成30）年
5月1日～7月31日

　市政についての意見や要望を直接市議会に提出す
る制度で、議員の紹介のあるものを請願、ないもの
を陳情と言い、どなたでも提出することができます。
　請願・陳情の取り扱いについて、三次市議会請願・
陳情取扱要領を 4 月 1 日から施行し、請願・陳情の
提出期限が変更となりましたので、ご注意ください。

　ケーブルテレビにより本会議・予算決算常任委員
会の生放送と当日の夜７時から本会議の再放送をし
ています。
　また、市議会のホームページにおいて本会議の模
様をインターネット配信しています。ぜひご覧くだ
さい。

　毎月１回、ケーブルテレビの「あっちこっち三次」
に議員が出演し、各委員会の報告等を行っています。

　無料アプリ「マチイロ」を利用して、みよし市議
会だよりをご覧いただくことができます。
　詳しくは市議会ホームページの「みよし市議会だ
より」のページをご覧ください。

TEL0824-62-6179　FAX0824-62-6110
E メールアドレス／ gikaijimu@city.miyoshi.hiroshima.jp

議会を傍聴してみませんか

9月7日金 に

請願・陳情の提出は、8月27日（月）正午まで

議会中継をご覧ください

市議会トピックスをご覧ください

無料アプリ「マチイロ」版の議会だよりについて

お問い合わせは　議会事務局へ

7日
14日
15日
24日
25日
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２
０
１
８（
平
成
30
）年
８
月
10
日
発
行

1日
4日
5日
7日

11日
14日
15日

　
20日
21日
22日
25日
27日
29日

2日
3日
5日

11日
19日
23日
24日
30日
31日

5月14日
5月16日

5月30日
7月　4日
7月25日

18日～20日

行政視察受入状況

あ
と
が
き

　

西
日
本
を
襲
っ
た
豪
雨
に
よ
り
、
各
地

で
甚
大
な
被
害
や
多
く
の
死
者
や
行
方
不

明
者
が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と

共
に
、
一
刻
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
願
い

ま
す
。 

ま
た
、
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
床
上
・
床
下
浸
水

や
が
け
崩
れ
等
、
多
く
の
被
害
が
あ
り
ま

し
た
。
私
達
議
員
は
、
各
地
域
の
被
害
状

況
等
を
議
会
で
設
置
し
て
い
る
災
害
対
策

連
絡
会
議
を
通
し
て
、
市
へ
そ
の
情
報
を

提
供
し
て
い
ま
し
た
が
、
被
害
の
件
数
の

多
さ
に
愕
然
と
し
ま
し
た
。

　

一
刻
も
早
い
復
旧
・
復
興
と
こ
の
よ
う

な
豪
雨
に
よ
る
災
害
へ
の
対
策
は
、
喫
緊

の
課
題
と
考
え
ま
す
。
今
後
、
国
・
県
・

市
と
も
協
力
し
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
池
田　

徹
）

八坂神社（三次市三良坂町）


